
宮
城
県
（
富
谷
市
・
仙
台
市
）

!!

??

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
、
ま
だ
ま
だ
居

座
っ
て
い
ま
す
。

感
染
者
は
世
界
で
六

億
二
千
万
人
を
超
え
、
日
本
は

二
千
百
万
人
余
、
死
亡
者
は
世

界
で
六
五
〇
万
人
余
、
日
本
で

四
万
五
千
人
余
と
な
っ
て
い
ま

す
。
四
回
目
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
加
え
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開

始
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
施
設
産
業
医
・
河
村
医
師
】

「
早
け
れ
ば
初
冬
一
一
月

に
は
第
八
波
パ
ン
デ
ィ
ミ
ッ

ク
が
立
ち
上
が
る
懸
念
も

あ
り
ま
す
。
・
・
打
ち
控

え
の
な
い
よ
う
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
勧
奨
し
て
く
だ
さ

い
。
・
・
感
染
予
防
対
策

は
緩
め
ず
続
け
て
く
だ
さ

い
。
基
本
的
感
染
対
策

（
マ
ス
ク
、
う
が
い
、
手

洗
い
）
を
続
け
、
「
密
を

避
け
る
行
動
」
が
肝
要
で

す
。
」
（
二
〇
二
二
.
一
〇
.
一
九
）

次
に
、

ケ
ア
プ
ラ
ザ
富
谷
の
対

策
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
全
員
の
協
力
を
‼

「
感
染
対
策
推
進
委
員
会
」
で

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
外
出
・

面
会
制
限
を
一
部
緩
和
し
つ
つ

実
施
中
で
す
。
入
居
者
皆
さ
ま
・

ご
家
族
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

②
外
出･

面
会
制
限

外
出
は
、
通
院
・
銀
行
利
用
・
行

政
手
続
き
・
心
身
の
維
持
等
の
や

む
を
得
な
い
場
合
、
事
前
に
介
護

課
の
承
諾
を
得
て
下
さ
い
。

面
会
は
、
当
分
の
間
、
「

オ
ン

ラ
イ
ン
面
会
」
の
他
に
、
次
の

要
領
で
の
面
会
が
可
能
で
す
。

（
介
護
課
（
022
－
772
－
3311
）

。

・
面
会
控
室
利
用
に
よ
る
面
会

・
ワ
ク
チ
ン
（
三
回
以
上
）
接
種
済
み

・
面
会
時
間
は
一
五
分
、
二
人
ま
で

・
一
日
に
三
組
、
（
9:30
～
11:00
）

③
ワ
ク
チ
ン
情
報

ほ
と
ん
ど
の
入
居
者
は
四
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
了
し
て

い
ま
す
。
十
一
月
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

④
通
院
・
退
院
後
の
措
置

通
院
等
で
帰
設
後
、
車
い
す
タ

イ
ヤ
・
手
指
等
の
消
毒
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
退
院

後
は
居
室
で

五
日
間

の
待
機
と
な
り
ま
す
。
抗

原
検
査
を
経
て
解
除
。

★
全
居
室
防
災
点
検

九
月
五
日
か
ら「
防
災
旬
間
居
室
点
検」

が
事
務
・
介
護
課
職
員
で
全
居
室
を

対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
点

検
項
目
は
①
居
室
内
通
路
確
保
（
ベ
ッ

ド
移
動
の
可
否
）
、
②
防
炎
の
れ
ん
、

③
電
熱
器
の
安
全
確
認
、
④
Ｔ
Ｖ
転

倒
防
止
、
⑤
ベ
ッ
ド
頭
上
へ
の
落
下

防
止
、
⑥
壁
面
吊
り
下
げ
除
去
、
⑦

ベ
ラ
ン
ダ
通
行
安
全
、
⑧
ベ
ラ
ン
ダ

ア
ン
テ
ナ
線
の
確
認
の
八
項
目
。

点
検
の
ポ
イ
ン
ト
は
消
防
法
違
反
の

疑
い
、
緊
急
時
避
難
の
可
否
、
地
震

等
災
害
時
へ
の
対
応
で
、
①
か
ら
⑥

ま
で
が
注
目
点
で
す
。

①
居
室
内
に
段
ボ
ー
ル
を
積
み
重
ね

た
り
、
多
く
の
衣
類
等
を
吊
り
下
げ

で
通
行
が
難
し
い
例
が
あ
り
ま
し
た
。

②
長
年
使
用
し
て
い
て
防
炎
効
果
が

疑
わ
れ
る
の
れ
ん
が
あ
り
、
法
違
反

の
指
摘
を
受
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

③
電
熱
器
使
用
は
２
室
の
み
で
し
た
。

他
は
ブ
レ
ー
カ
ー
遮
断
等
の
措
置
済

み
で
し
た
の
で
安
心
で
す
。

④
Ｔ
Ｖ
を
ヒ
モ
や
滑
り
止
め
等
で
養

生
し
て
お
り
、
一
応
安
心
で
す
。

⑤
頭
上
落
下
の
危
険
な
物
は
即
時
に

移
動
し
、
安
心
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑥
壁
面
に
穴
を
開
け
た
場
合
は
退
去

時
現
状
回
復
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

む
や
み
な
穴

開
け
は
無
か
っ

た
で
す
。
⑦
、

⑧
ベ
ラ
ン
ダ

は
通
行
、
ア

ン
テ
ナ
線
の

配
線
等
ほ
ぼ

安
全
で
し
た
。

災
害
は
、
い
つ
・
ど
の
よ
う
な
形
態

で
起
き
る
か
が
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。

少
な
く
と
も
先
の
八
項
目
に
気
に
と

め
、
ま
た
、
居
室
内
の
整
理
・
整
頓

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
暖
房
時
間

朝
夕
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
節
で

す
。
暖
房
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
は
次
の
時
間
帯
で
す
。

①
居
室
等
（
食
堂
は
別
で
す
。
）

午
前
五
時
～
午
前
八
時

午
後
四
時
～
午
後
八
時

②
食
堂

・
・
・
午
前
六
時
～
午
前
八
時

昼
午
前
十
一
時
～
午
後
一
時

午
後
四
時
～
午
後
六
時

※
運
転
時
間
は
、
光
熱
費
や
機
器
の
維

持
の
観
点
か
ら
設
定
し
て
い
ま
す
。

節
電
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
驚
異

（NH
K

健
康
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
の
情
報
）

○
感
染
流
行
期
は
十
一
～
三
月
。

△
感
染
症
状
は
脱
水
症
状
、
ご
え
ん
性

肺
炎
、
止
ま
ら
な
い
下
痢
な
ど
。

□
感
染
経
路
は
主
に
2
つ
。

①
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

食
品
を
、
生
や
不
十
分
な
加
熱
の

ま
ま
食
べ
る
こ
と
・
特
に
カ
キ
。

②
人
か
ら
人
へ
の
感
染
で
、
感
染

者
が
吐
い
た
も
の
な
ど
。

☆
感
染
防
止
は
せ
っ
け
ん
と
流
水
に

よ
る
こ
ま
め
な
手
洗
い
。

スルイウナロコ

お
知
ら
せ

入
居
者
の
皆
さ
ま
へ
⁉

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

介
護
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

洗
面
タ
オ
ル
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
布
タ
オ
ル
を
使
っ
て
い

ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
か
ら
「
く
さ
い
、

い
や
な
ニ
オ
イ
が
す
る
」
と
の
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

二
十
四
時
間
以
上
保
温
さ
せ
て
い
た

た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
は
「
デ
ィ
ス
ポ
タ
オ
ル
」

＝
使
い
き
り
の
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
と

し
て
清
潔
を
第
一
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
是
非
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

宝
谷
の
成
便
り

原
則



☕
茶
話
会

4.13

職
員
が
お
茶
の
師
匠
と
な
り
、
入
居
者
さ

ん
に
抹
茶
を
提
供
し
ま
し
た
。
お
花
見
風

の
茶
室
に
招
か
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
（
写
真
①
）

◆
新
緑
を
観
る
会

5.11

万
葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
周
辺
を
訪
れ
、

爽
や
か
な
五
月
の
風
を
受
け
、
万
葉
歌
を

楽
し
み
、
散
策
し
ま
し
た
。
（
写
真
②
）

生
活
必
需
品
購
入
便
（
臨
時
便
）

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
買
物
ツ
ア
ー
は
中
止

で
す
が
、
万
全
の
感
染
防
止
対
策
の
も
と
、

限
定
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
条
件

は
、
一
時
間
内
、
飲
食
不
可
、
職
員
と
の

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
、
主
な
買
物
は
衣
類
、
全

体
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
イ
カ
割
り
大
会

7.13

七
夕
納
涼
祭

8.3

今
年
も
入
居
者
様
と
職
員
の
共
同
開
催
で

し
た
。
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
射
的
大
会
は

豪
華
景
品
あ
り
で
長
蛇
の
列
、
玄
関
ホ
ー

ル
で
は
か
き
氷
の
食
べ
放
題
・
・
昼
食
・

夕
食
は
七
夕
「
お
祭
り
食
」
（
チ
ョ
コ
バ

ナ
ナ
、
焼
き
鳥
、
た
こ
焼
き
等
々
）
と
銘
打
ち
、

満
腹
＋
満
腹
で
し
た
。
（
写
真
④
）

☕

カ
ラ
オ
ケ
茶
話
会

9.14

事
前
申
込
み
は
一
名
で
し
た
が
、
次
々
と

飛
び
入
り
で
一
三
名
が
熱
唱
し
、
デ
ュ
エ
ッ

ト
二
組
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時

間
で
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
な
く
、
深

み
の
あ
る
歌
唱
で
し
た
。
（
写
真
⑤
）

秋
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー10.5

恒
例
に
な
っ
て
き
た
秋
の
味
覚
体
験
イ
ベ
ン

ト
。
施
設
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ･

栗･

マ

シ
ュ
マ
ロ･

ウ
ィ
ン
ナ
の
味
く
ら
べ
に
参
加
し

た
入
居
者
は
満
足
気
味
「
ヤ
ッ
パ
炭
火
焼
き

は
う
ま
い
」
。
ク
イ
ズ
付
き
の
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。
（
写
真
⑥
）

作
品
展
へ
の
出
展

福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
一

七
回
「
労
災
重
度
被
災
者
作

品
展
」
に
宮
城
施
設
か
ら
力

作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
年

一
回
開
催
さ
れ
来
年
は
名
古
屋
市
で
の
開
催
予
定
。

皆
さ
ま
の
傑
作
を
お
待
ち
し
ま
す
（
令
五
年
八
月
〆
切
）

。

【
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
共
同

①
盆
踊
り
②
鬼
払
い
③
壬
虎
み
ず
の

え
と
ら
】

大
塚
富
美
枝
様
・
小
川
美
也
子
様
・
鈴
木
照
枝
様

【
④
竹
工
芸

航
海
時
代
・
釣
り
人
】

辺
見
和
彦
様

〝
新
規
採
用
で
す
。
〟
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施
設
の
行
事

総
務
課
職
員

荒
井
い
ず
み

七
月
よ
り
事
務
職
員
と
し
て
働
き
は
じ
め
ま
し
た
、

荒
井
い
ず
み
で
す
。

出
身
は
仙
台
で
す
が
中
学
ま
で
北
海
道
に
住
み
、
そ

の
後
ま
た
仙
台
や
東
京
な
ど
東
日
本
内
で
引
っ
越
し
を

し
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
施
設
長
よ
り
カ
ブ
ト
ム
シ
の

幼
虫
を
二
匹
い
た
だ
い
た
の
で
、
来
春
の
羽
化
を
目
指

し
て
は
じ
め
て
の
飼
育
に
挑
戦
中
で
す
。
な
に
か
コ
ツ

が
あ
っ
た
ら
是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
皆
さ
ん
の
お

名
前
を
覚
え
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
人
と
話

す
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
気
軽
に
話
し
か
け
て
頂
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

介
護
課
看
護
師

上
村

敦
史

八
月
か
ら
Ａ
チ
ー
ム
に
採
用
に
な
り
ま
し
た
。
出

身
は
岩
手
県
盛
岡
市
で
、
平
成
三
一
年
に
仙
台
に
転

居
し
ま
し
た
。
好
き
な
食
べ
物
は
、
冷
麺
、
冷
や
し

中
華
、
横
手
焼
き
そ
ば
、
び
っ
く
り
ド
ン
キ
ー
の
ハ

ン
バ
ー
グ
で
す
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
、
温
泉
、
カ
ラ

オ
ケ
で
す
。
ち
な
み
に
宮
城
の
お
気
に
入
り
ド
ラ
イ

ブ
コ
ー
ス
は
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
～
滑
津
大
滝
、
鳴
子
～

鬼
首
、
泉
ヶ
岳
～
定
規
山
で
す
。

今
ま
で
は
精
神
科
を
中
心
と
し
た
病
院
で
勤
務
し

て
き
た
の
で
、
施
設
で
働
く
の
は
今
回
が
初
め
て
で

す
。
入
職
か
ら
３
ヶ
月
経
ち
ま
す
が
、
病
院
と
の
勝

手
の
違
い
や
、
仕
事
内
容
の
違
い
が
多
く
て
、
ま
だ

ま
だ
不
慣
れ
で
、
仕
事
を
こ
な
す
の
に
い
っ
ぱ
い
い
っ

ぱ
い
で
す
が
、
一
日
で
も
早
く
安
心
で
き
る

ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１

２

４

３

６

５

１

２

３

４

定
番
・
夏
の
思
い
出
の
ス
イ
カ
割
り
　
雨

天
の
た
め
玄
関
ホ
ー
ル
で
の
開
催
で
し
た

や
ん
や
の
か
け
声
を
受
け
て
︑
賑
や
か
な

ひ
と
と
き
で
し
た
︒
甘
い
味
と
思
い
出
で

好
評
で
し
た
︒
︵
写
真
③
︶

｜

︒




